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私 の 未 来 宣 言

国や町が「まち・ひと・しご
と創生」を推進する中、私
たちはこんな方法で支え

ていきます。

にぎわい
まちづくり私 の 未 来 宣 言

「自分の住む地域を元気にし
たい」共助の精神が行政区
を支えています。

コミュ
ニティ

私 の 未 来 宣 言

小川町には魅力的な遺
レガシー

産がた
くさん。地域や意思ある方の
「情熱と行動で」引き継が

れています。

伝統・文化

市川隆代	さん
（東小川５丁目）

小川町が活気に満
ちるために、いろ
いろなイベントに
参加します。

イ
ベ
ン
ト
に

参
加

森田幸大	さん（下里三）

人口
10万人

住み良さ
　を発信

頑張っている
人を応援

飲食店に
貢献

町
の
活
性
化

子
供
の
遊
び
場

山内衛さん（深田）
桜井靖さん（笠原）

𠮷田明弘	さん（下勝呂）

中澤理子さん（飯田）

尾上清志さん（原川）

福島翠さん
（小川）

関谷純香さん（青下田島）

小川町で頑張ってい
る人のために、参加・
協力・PR活動をし
ていきます。

小川町の食文
化発展のため
に、食べ歩き
で貢献します。

次世代と交流人口
倍増のために、地
域の拠点づくりを
していきます。

すべての世代のた
めに、誰もが住み
やすい町づくりに
協力します。

小川町人口10万
人達成のために、
ヤオコー、しまむ
ら、ホンダとかけ
合います

小川町の良さ
を再発見する
ために、積極
的に町の事業
へ参加します。

地域活性化の
ために、町内
の飲食店に貢
献します。

伝統芸能の
保存　

移
住
し
た
く

な
る
町

音楽で
町を明るく

内田弘さん（大塚三）

酒井貴之さん（松若町）

あ
い
さ
つ
や

声
か
け

志賀祥子さん
（東小川２丁目）

小川町に住んでい
る方、頑張ってい
る方のために、挨
拶や声かけ、お話
しをします。

小川町を明るくす
るために、ハーモ
ニカや音楽を通じ
た活動をします。

地
域
活
動
に

参
加

山口典彦	さん（腰上）

腰上の活性化のために、
積極的に地域活動へ参
加します。

子供達の
見守り

武川敬さん（木部）

未来の小川町の宝の
ために、子供達を見
守ります。

あいさつ運動
に協力

松本京子さん
（みどりが丘五丁目）

子供たちの健やか
な成長のために、
あいさつ運動に
協力をします。

伝統のために、
小川町の住み良
さを発信します。

万葉講座

村永清さん（みどりが丘三丁目）

町の先輩が遺した
仙覚碑公園を大切
にするために、図
書館で「万葉講座」
を続けていきます。

子供たちのために、
伝統芸能の保存活
動をしていきます。

住
み
や
す
い

町
づ
く
り

町の事業へ
参加

山本進さん（大塚四）

地域
コミュニティ

地域のコミュニティの
ために、自治会や老人
会活動へ積極的に参加
します。

小川町の活性化と子供た
ちの遊び場を増やすため、
要望をしていきます。

食べ歩き

地域の
拠点づくり

町の商店で
  買い物

国際交流

脇元寛之さん
（東小川１丁目）

「いにしえの街を受
け継ぐ」そのため
に、繁く散策をし
ます。

受け継ぐ

五十嵐慎一さん（コスモ小川町）

大塚暁さん（大関町）

町に住んでいる外国の
方が安心して楽しく暮
らせるように、国際交
流に関わります。

思わず「移住したくなる町」
になるために、人と人をつな
ぐ楽しいイベントに関わって
いきます。

佐藤太さん（春日町）

活き活きとした町
内の経済のために、
町の商店で買い物
をします。

町を
盛り上げ
ます

根本悦代さん（高谷南）

小川町のために、
町を盛り上げます。

小学校で
田植え体験

竹沢虎男さん（靭負）

食生活の楽しさを
知ってもらうために、
小学校で田植え体験
を教えていきます。

小川貴史さん（幸町）

コロナで町の文化をな
くさないために、七夕
祭りを応援します。

七
夕
祭
り
を

応
援

福島章さん（下里一）
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